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各地の盆踊りが盛大に開催される



福島県大沼郡三島町　みしままち

　三島町は、福島県の西部を流れる只見川沿
いの小さな町です。優良な「会津桐」の産地と
して知られるほか、小正月の行事「サイノカミ」
や、野山の材料で作る「編み組細工」などの伝
統が受け継がれ、「日本で最も美しい村」連合
に加盟しています。

只見川第一鉄橋
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　8 月 5 日、桐寿苑で「夕涼み会」が開催され、入所者の方々や家族が
参加しました。会場内には、かき氷・わたあめなどの模擬店、職員の皆
さんがヨサコイ踊り等を披露し会場を盛り上げ、その後、花火を行い、
入所者と家族が楽しいひと時を過ごしました。

TownNews みしまの出来事

消防団による林野火災を想定した
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㊟住民基本台帳による数値です。増減は前
月との比較、出生・死亡・転入・転出は前
月 1 カ月間に届出のあった人数です。

町の人口と世帯
8 月 1 日現在

人口 1,782 -1 出生 2
男 865 -1 死亡 3
女 917 0 転入 4

世帯 799 0 転出 4

桐
寿
苑
「
夕
涼
み
会
」
開
催

楽
し
い
ひ
と
時
過
ご
す

ヨサコイ踊りを披露した桐寿苑職員の皆さん

文・写真　町民記者　目黒民一さん（滝谷）「滝谷お盆櫓踊り」大盛況（滝谷地区）

桐寿苑内の様子

文・写真　町民記者　佐々木邦雄さん（桧原）
にぎやかふるさとの夏（盆踊りとゆうやけ市）桧原地区

田島太鼓「龍巳会」による太鼓の披露

　8 月 13 日、滝谷地区で「お盆櫓踊り」が滝谷祭り実行委員会の主催で
行われました。お盆に行うのは実に 40 数年ぶりだそうです。2 年前から
地区の「若げぇてー」が中心となり櫓踊りのお囃子と甚句唄の練習に励
んできました。また、今年は宝くじ助成事業で祭り用備品整備が採択に
なったことにより、お披露目も含めた開催となりました。当日は雨が降っ
たり止んだりの天候で開催が危ぶまれましたが、「若げぇてー」の意気
に押されてか？雨雲が何処かへ… 踊りが始まると踊り子の輪も観衆者も
例年にない大勢の参加者があり大盛況となりました。また、会場では焼
き鳥や生ビール、消防団の店などの出店もあり、会場を盛り上げました。
櫓と踊りの一体感とその熱気と歓声に包まれながら地区の人達も帰省客
も思い思いに一夜限りの盆踊りを満喫しているようでした。 盆踊りが成功に終わり、全員で記念

撮影を行った、実行委員会メンバー

文・写真　町民記者　五十嵐信一さん（早戸）１０回目となった早戸温泉神社まつり
　温泉神社まつりは、8 月 22 日に開催されました。準備には数
日かかりました。まず、20 日から 21 日まで、会場の特設舞台の
設営が行なわれました。担当は、地元の佐久間建設工業㈱様です。
22 日、午前 9 時に、企業組合員や出店する店の関係者が集まり、
テントを張ったり、机やイスを並べたりする会場準備を始めまし
た。午前 10 時から、温泉神社で例大祭が行なわれ、青木基重宮
司が式典を執り行いました。その後、正午に、まつりの始まりを
告げる空砲が上がり、午後 2 時 30 分から、中学生が中心メンバー
の田島太鼓「龍巳会」による太鼓が披露されました。只見川を背
にして並んだ一団の発する力強い音に、会場から惜しみない拍手
が送られました。太鼓の次は、ベリーダンスショー、ビンゴゲーム、
奉納神楽、歌謡ショー、2 回目のベリーダンスショーと続いて最
後に、只見川の対岸から、奉納花火が打ち上げられました。打ち
上げ直前に、駐車場の 2 つの照明が消され、とても見やすいもの
となりました。「今年もできて良かった。」と、関係者全員が話し
ていました。

　8 月14日、桧原地区の分校跡地で、地区奉賛会主催の「豊
年盆踊り」と「ゆうやけ市」が行われました。当日はあ
いにくの雨で中止と思われましたが、午後 5 時ごろには
雨も上がり、「ゆうやけ市」に多くの買い物客で賑いまし
た。今年も模擬店で焼き鳥・焼きそば等 6 品目が売り出
され、盛況のうちに完売となりました。豊年踊りは午後
7 時から始まり、太鼓や笛の音と共に三島甚句が唄われ、
踊りの輪ができ、地区の皆さんと帰省客とが再会を喜び
ながら、楽しいひと夏の思い出に残る祭りとなりました。豊年盆踊りの様子

お知らせ / コミュニティ助成
事業
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福島県市町村軟式野球大会 / 第 27
回ふくしま駅伝
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平成２７年度三島町成人式16
15 人と暮らしの風景  齋藤茂樹写真展
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町民記者通信
文・写真　町民記者　本名与四郎さん（西方）夏の思い出、カタクリプール大いに賑わいました

 　例年、夏休み中に開放しているカタクリプールは、
７月２４日より使用できるようになり、連日の猛暑で
多くの子どもたちの元気な声がプールサイドいっぱ
いに響き渡りました。また、コースロープを取り付
けて、最初の遊泳の時間を活用して自分の目標に向
かって練習していました。３年生のＫ君は、「１００
メートル泳ぐぞ！」と目標を持ち、見事、完泳する
ことが　でき、子どもたちの頑張りに驚きをもって
見守りました。また、お盆の前後には、お墓参りな
どで帰省しているご家族連れの方々もプールに入っ
て楽しむ光景が見られました。８月１２日には、午
後だけで３０名の子どもたちや大人の方がカタクリ
プールを利用したということでした。

文・写真　町民記者　菅家　壽一さん（間方）「山っ子スクール」開かれる（間方地区）
　８月６日、７日三島町・金山町・昭和村の３公民館の主
催による「山っ子スクール」が開催されました。夏の大自
然の中で、共同生活や自然体験をとおして、たくましい心
と身体を育てるとともに、３町村の子どもたちが交歓しあ
い友情を深めることを目的に、４・５・６年生を対象に、
泊まりがけで毎年実施されているものです。今年は 24 名
の参加があり、大谷川の源流散策を行いました。短い時
間でしたが、源流に沿った志津倉山の登山道を歩き、水
の循環や水の大切さを学びました。お昼は、おそね清水で、
スタッフの方々が準備してくださった流しそうめんをおい
しくいただきました。その後、川遊びをしたあと、集会所
において、かしゃ猫伝説の紙芝居を上演しました。夜はキャ
ンプを行い楽しく過ごしました。

目標を立てて頑張る子どもたち

志津倉山登山道を歩く様子

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）早起きは三文の得　～早朝座禅会行われる～

　「社会を明るくする運動」三島町推進委員会では、７月
の強調月間に合わせ、健全な青少年を育てることを目的と
して、小学生を対象に座禅会を開きました。午前６時に宮
下地区「宮昌寺」に集合し、庭でラジオ体操を行い、その後、
場所を本堂に移し、遠藤弘佳住職の指導により座禅や説
法も行われました。子ども達はなれない座禅にとまどいな
がらも一生懸命「めい想」に取り組みました。

座禅する参加者の皆さん

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）「夕涼み寄席」開催

文・写真　町民記者　角田伊一さん（川井）早朝に寺院の境内清掃（川井地区）
　8 月 9 日早朝、川井地区の壇信徒は、お盆に行われる
施餓鬼会に先立ち、寺院境内等の清掃奉仕を行いました。
寺院の境内や裏山には住職が丹精をこめて芝桜やアジサ
イなどの花木を植栽し、花いっぱいの寺づくりをすすめて
いるので清掃の必要はあまりないようでしたが、歴代僧
の墓地や納髪堂周辺には夏草が生い茂っていましたので、
丁寧に引き抜き、およそ１時間ほどで作業を終え、その後
護持会の会長さんから墓参に用いるカーカンジョのお話
を聞き散会しました。１５日の盆供養には川井、大登から
壇信徒たちが多数参詣に参りました。

　夕涼み寄席「三遊亭竜楽独演会」は
8 月 20 日、西方の西隆寺本堂で開かれ
ました。町内外から落語ファン約 70 名
が訪れました。竜楽師匠は粋な江戸っ
子気質の軽妙な語り口で、古典落語の

「片棒」「ねずみ」「味噌豆」などを披露
しました。また国際派落語家として知ら
れる竜楽師匠は、フランス語、ドイツ語
など 7 カ国語で語り、場内を沸かせま
した。訪れた皆さんは暑さを忘れ、心
ゆくまで落語を楽しんでいました。

「三遊亭竜楽独演会」三遊亭竜楽師匠

西隆寺本堂で開かれた寄席

文・写真　町民記者　目黒民一さん（滝谷）農道林道の草刈作業（滝谷地区）

　7 月 26 日、地区内の農道林道等の草刈作業を
各方面に分かれて行い、その後、県道沿いと河川
の草刈作業も併せて行いました。道路に覆いかぶ
さっていた雑草が刈り除かれ、綺麗になった道も
サッパリとした表情に見えました。作業終了後に
参加者全員でバーベキュー慰労会が行われ親睦
を深め合いました。炎天下の中、大変ご苦労様で
した。

県道滝谷桧原線草刈作業の様子

寺院境内等を清掃する様子
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み し ま の 出 来 事
TownNews

　広報みしま町民記者の委嘱状交付が 7 月 28 日、役場町長室で行われ、今回新たに、中兵一郎さん
（大石田）、本名与四郎さん（西方）に矢澤町長より委嘱状が手渡されました。町民記者は現在 12 名で、

地区での話題などを取材し、広報みしまへの寄稿を行います。これにより情報共有を図り、地域の魅
力や課題の掘り起しを狙い、地区づくりの支援につなげていきます。

広報みしま町民記者に中兵一郎 さん、本名与四郎さん

　8 月 19 日、役場町長室で、平成 27 年度個人県
民税優良市町村知事感謝状伝達式が行われまし
た。三島町の個人県民税徴収率が優秀であること
が評価されたもので、伝達式では鏡会津地方振興
局長から、お礼の言葉と共に、矢澤町長へ感謝状
が贈呈されました。

個人県民税優良市町村  
知事感謝状受賞

感謝状を手に記念撮影の様子
（左 矢澤町長　右 鏡会津地方振興局長）

とびだせ！ブッターマン
　8 月 10 日、「げきだんはてな」による演劇が
町民センターで開催されました。小学校 6 年生
がボランティアスタッフとして、司会や運営を
務め、保育所園児や小さなお子さんを持つ親子
の方々が参加しました。楽器を使った音楽・手
品で会場の笑いを誘い、また、世界中のけん玉
を使った大技を披露し会場内を驚かせました。
最後に演劇「とびだせ！ブッターマン」がオオ
カミから友達を助け、友情を深めたストーリー
で、会場内に拍手が広がりました。

楽器を使い参加者を笑わせている様子

　8 月 20 日、大石田福一満虚空蔵堂周辺整

備工事完成祝賀会が開催されました。平成 23

年度より福島県及び三島町から補助事業とし

て採択を受け、４ヵ年度の補助事業により「大

石田地区再生計画」に基づき、福一満虚空蔵

堂周辺整備事業が本年度で第 1 期整備計画の

完成となりました。また、祝賀会では、矢澤

町長、五十嵐副議長、元会津大学短期大学部

森教授が祝辞を述べられました。

大石田福一満虚空蔵堂周辺整備工事完成祝賀会

　三島老人クラブ主催のグラウンドゴルフ大会は 8 月
21 日、町民運動場で開催され、31 人が参加しました。
小雨が降る中ではありましたが、参加した皆さんは「元
気はつらつ」とベストスコアを目指してプレーされまし
た。【上位者 5 位まで】①五十嵐敏さん（大石田）②川
島利吉さん（大石田）③舟木義晴さん（間方）④渡邊
房子さん（大石田）⑤目黒一弥さん（滝谷）※なお、2 位・
3 位と 4 位・5 位が同じスコアでしたが、今回は年齢順
で最終順位が決定となりました。

元気にグラウンドゴルフ楽しむ 優勝は五十嵐 敏さん

小雨の中、元気にプレーする様子

　消防団訓練は 8 月 23 日、宮下地区大谷川河川敷公園で行われ、各班の消防団が集まりました。各班で自
動車ポンプや可搬ポンプを持参し、ポンプとホースを中継し放水する訓練を実施しました。万が一の火災に
備え各団員は真剣な表情で訓練に取り組んでいました。町から火災を出さないように気をつけましょう。

消防団による林野火災を想定したポンプ中継訓練を実施

ポンプの操作方法を確認する様子 放水時の様子

整備された参道階段

完成祝賀会の様子
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Book Review町民センター図書コーナー ゆめぽけっと
◦利用時間 ㊊～ ㊏ 9：00～21：00 ㊐㊗ 9：00～17：00　◦お休み 年末年始

マララ
マララ・ユスフザイ
パトリシア・マコーミック　著
道傳愛子　訳
岩崎書店

　潮の満ち引きはなぜ起こるの？　月の満ち
欠けが生物にどんな影響を及ぼしているの？
　たくさんの月のひみつについて、かわいい
イラストで分かりやすく解説してくれます。

おにぎり
にんじゃ
北村裕花　作
講談社

　のりの衣に身を包んだおにぎりにんじゃ
は、盗まれた秘伝の書を取り返すために、
どんぶり城へ向かいます。とび出す忍法が
楽しく愉快な絵本です。

　潮の満ち引きはなぜ起こるの？　月の満ち

月の力の
ひみつ
関口シュン　作
子どもの未来社

　2014 年、史上最年少でノーベル平和
賞を受賞したマララさんの手記。彼女の
力強い生き方とメッセージは、大きな勇
気と希望を与えてくれます。

大谷地区で開かれた「暮らしと文化を語り合う会」。地区の方々と
ともに記憶をたどることで、地域に刻まれた歴史が見えてくる。
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て
、
専
門
委
員
に
よ
る

聞
き
書
き
調
査
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

古
文
書
の
翻
刻
作
業
や
聞

き
書
き
調
査
の
成
果
は
町
史

の
刊
行
前
に
も
、
広
報
や
講

演
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
で

発
表
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

町
史
編
さ
ん
事
業
の
事
務

局
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び

こ
内
に
置
い
て
い
ま
す
。
家

に
代
々
受
け
継
い
だ
古
い
書

物
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、

歴
史
を
語
る
貴
重
な
史
料
か

も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

㉄
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ

　

☎
（
52
）
２
１
６
５

問
三
島
町
公
民
館

☎
（
48
）
５
５
９
９

問役場 町民課☎（48）5555

マイナンバー（個人番号）
についてお知らせします
　マイナンバーは住民票を有する全ての方に対して、１人１番号のマイナンバーが指
定されます。原則として、一度指定されたマイナンバーは生涯変わりません。
　国や町などでは、社会保障、税、災害対策の分野で、保有する個人情報とマイナン
バーとを紐づけて効率的に情報の管理を行い、さらに個人情報を他の機関との間で迅
速かつ確実に情報連携することができるようになります。

平成 27 年 10 月から 12 桁のマイナンバー（個人番号）が通知されます。
・町から、住民票の住所に通知カードが送付されます。

・通知カードを受け取られた方は、同封された申請書を郵送することなどにより窓口で「個人番号カード」
を受け取ります。

平成 28 年 1 月からマイナンバーは社会保障、税、災害対策の行政手続きで利用します。
・年金、雇用保険、医療保険の手続、生活保護や福祉の給付、確定申告などの税の手続など、法律で定めら
れた事務に限って、マイナンバーが利用されます。

・民間事業者でも、社会保険、源泉徴収事務などで法律で定められた範囲に限り、マイナンバーを取り扱い
ます。

法律で定められた目的以外でマイナンバーを利用したり
他人に提供したりすることはできません。

・他人のマイナンバーを不正に入手したり、正当な理由なく提供すると処罰されることがあります。

・マイナンバーと結びついた個人情報を保護するため、様々な対策を講じます。

マイナンバーは一生使うものです。大切にしてください。

国民の利便性の向上

添付書類の削減など、行政手

続が簡素化され、負担が軽減

されます。情報提供など記録

開示システムによる情報の確

認や提供などのサービスを利

用できます。

公平・公正な社会の実現

所得や他の行政サービスの受給

状況を把握しやすくなり、脱税

や不正受給などを防止するとと

もに、本当に困っている方にき

め細かな支援を行えます。

行政の効率化

行政機関や地方公共団体などで、

様々な情報の照合、転記、入力

などに要している時間や労力が

大幅に削減されます。複数の業

務の間での連携が進み、作業の

重複などの無駄が削減されます。

マイナンバーは行政を効率化し、国民の利便性を高め、公平・公正な社会を実現する社会基盤です。

町
史
編
さ
ん
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
︒
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む
か
し
昔　

あ
っ
た
ど
ぉ
。
山
の
お
寺
さ　

親
ぼ
う
様
ど
小
坊
主
ど　

や
っ
た
ど
ぉ

親
ぼ
う
様
は　

よ
ぐ
よ
ぐ
の
け
ち
ん
ぼ
で
ら
っ
た
ど
ぉ
。
ん
じ
ゃ
が
ら　

小
坊
主
さ
食
い
物

く
っ
ち
ゃ
ぐ
な
く
て
、
じ
っ
き
何
で
も　

隠
し
て
っ
け
ど
。

　

ん
じ
ゃ
が
な
ぁ
～
小
坊
主
ど
き
た
ら
、
な
が
な
が
の
頭
良
い
が
ん
で　

親
ぼ
う
様
時
々

や
ら
っ
ち
ぇ
ま
っ
て
だ
ど
ぉ
。

　

さ
で　

あ
る
日
の
ご
ど
だ
～　

親
ぼ
う
様
、
村
さ
で
が
げ
で
や
っ
た
ど
ぎ
、
水
あ
め
敏
さ
買
っ

て
き
て
、
ひ
と
ん
じ
ぇ
な
め
っ
た
ど
。

今
日
は
村
の
法
要
さ
行
が
な
ん
ね
ぇ
が
ら
、
心
配
ぇ
で
心
配
ぇ
で　

小
坊
主
呼
ぶ
と

　
﹁
こ
れ
は
な
大
事
な
が
な
入
っ
て
ん
だ
が
ら
、
い
ず
っ
て
な
ん
ね
ぇ
ぞ
﹂
っ
た
ど

　

い
ず
っ
て
な
ん
ね
っ
て
言
わ
れ
っ
と
、
い
ず
っ
ち
ゃ
く
て　

ふ
た
開
け
て
見
た
ど
。

　

ト
ロ
～
～
ン
と
し
た
飴
だ
。
小
坊
主
は
人
差
し
指
で
ペ
ロ
～
ン
ペ
ロ
～
ン　

な
め
だ
。

　
﹁
あ
ー
ー
ん
め
ぇ
、
ん
め
ぇ
な
ぁ
﹂
ん
ま
く
て　

ん
ま
く
て　

と
う
と
う
か
め
っ
こ
の
底
ま

で
、
な
め
っ
ち
ま
っ
た
ど
。
小
坊
主
は
、
親
ぼ
う
様
が
帰
る
前
ぇ
に
本
尊
様
の
口
さ
、
ぺ

タ
ペ
タ
飴
く
っ
つ
げ
で
置
い
だ
ど
ぉ
。

　

親
ぼ
う
様　

法
要
が
ら
も
ど
っ
て
く
っ
と
、
さ
っ
さ
ど
流
し
さ
行
っ
て

　
﹁
こ
ぉ
ら　

大
事
な
が
な
、
に
し　

な
め
っ
つ
ま
っ
た
な
ぁ
﹂
っ
た
ど

　
﹁
い
や
～　

お
ら
ぁ　

知
ら
ね
ぇ
が
ら
っ
し
﹂

　
﹁
何　

し
ゃ
ば
ぐ
っ
ち
ぇ
ん
だ
ぁ
。
に
し　

な
め
る
ほ
が
あ
ん
め
ぇ
。
誰
な
め
る
﹂

親
ぼ
う
様　

す
っ
か
ん
か
ん
に
お
ご
っ
た
ど
ぉ

　
﹁
お
れ
で
は
ね
ぇ
だ
が
ら
、
本
尊
様
ん
ね
ぇ
の
。
行
っ
て
み
ら
ん
し
ょ
﹂
っ
た
ら

　
﹁
ほ
～
ら　

見
ら
ん
し
ょ
。
本
尊
様
さ
飴
く
っ
つ
い
で
る
﹂

　
﹁
馬
鹿
こ
け
ぇ
～
本
尊
様
が
な
め
る
よ
～
あ
っ
か
せ
ぇ
﹂
親
ぼ
う
様
お
ご
っ
た
ど

　
﹁
ぼ
う
様
、
本
尊
様
に
そ
う
い
ね
ぇ
。
悪
い
ご
ど
し
た
が
ら
、
お
仕
置
き
に
火
さ
あ
ぶ
っ

て
、
池
さ
ぼ
っ
こ
ん
で
み
ら
っ
し
ぇ
﹂
っ
た
ど
。

　

し
た
ら
ば
、
本
尊
様
﹁
く
っ
た　

く
っ
た
﹂
ど
っ
て
言
っ
た
だ
ど
ぉ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ざ
っ
と
む
か
し　

さ
げ
え
だ

民
話

第
54
話

親
ぼ
う
さ
ま
の
あ
め

元
話　
　

故　

秦　
　

テ　

イ
さ
ん
（
大
石
田
）

　
　
　
　

故　

秦　
　

キ
ノ
イ
さ
ん
（
大
石
田
）

　
　
　
　
　
　

秦　
　

ハ
ル
ヨ
さ
ん
（
大
石
田
）

再
話　
　
　
　

五
十
嵐　

七
重
さ
ん
（
西　

方
）

ほ  

め  

言  

葉

そ
ば
口
上
（
返
し
こ
と
ば
付
き
）

故　

長
谷
川
タ
ケ
ノ
さ
ん
（
川
井
）

　
﹁
祭
り
の
後
の
寂
し
さ
﹂
と
い
う
、
歌
の
フ
レ
ー
ズ
を
思
い
だ
し
ま
し
た
が
、
お
盆
が
過
ぎ

ま
す
と
、
再
び
民
族
の
大
移
動
が
始
ま
り
、﹁
ふ
る
さ
と
三
島
﹂
に
も
日
常
が
も
ど
り
、
あ
の

賑
や
か
さ
が
恋
し
く
な
る
の
と
同
時
に
、
何
か
ホ
ッ
と
す
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

戦
後
の
日
本
は
、
毎
年
・
毎
年
経
済
成
長
率
の
伸
び
を
目
標
に
掲
げ
、
そ
の
果
実
を
あ
ま

ね
く
分
配
す
る
こ
と
が
、
日
本
を
豊
か
に
す
る
唯
一
の
方
向
性
で
あ
る
と
考
え
、
経
済
成
長

と
い
う
価
値
観
を
信
じ
、国
民
一
丸
と
な
っ
て
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
来
ま
し
た
。

際
限
の
な
い
豊
か
さ
の
追
求
は
、
日
本
に
確
か
な
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
た
の
は
確
実
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
失
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
特
に
三
島
町
の
よ
う
な
中
山
間
地

域
は
、
人
口
の
急
激
な
移
動
に
よ
る
、
ふ
る
さ
と
の
文
化
や
風
景
の
消
失
、
農
地
の
荒
廃
等
々

あ
げ
れ
ば
数
限
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
の
年
代
が
、集
団
就
職
の
最
後
の
世
代
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。中
学
時
代
に
宮
下
駅
で
、

赤
や
青
の
紙
テ
ー
プ
を
持
っ
て
、
担
任
の
先
生
と
同
級
生
を
見
送
っ
た
記
憶
が
あ
り
、
見
送

ら
れ
る
同
級
生
の
手
と
、
見
送
っ
た
我
々
の
手
に
持
た
れ
た
紙
テ
ー
プ
が
、
蒸
気
機
関
車
の

大
き
な
汽
笛
を
鳴
ら
し
て
去
っ
て
い
く
時
、
紙
テ
ー
プ
が
切
れ
る
瞬
間
を
忘
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
れ
か
ら
約
50
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
の
時
の
寂
し
さ
が
脳
裏
を
離

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
、﹁
地
方
創
生
計
画
﹂
や
﹁
町
振
興
計
画
﹂
樹
立
の
原
点
は
、
温
故
知
新
の
精
神
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
我
が
町
は
諸
先
輩
方
が
、
歴
史
の
中
で
蓄
積
し
、
継
続
し
て
い
た
だ
い
た
﹁
ま

ち
づ
く
り
﹂
を
原
点
と
し
て
そ
れ
を
さ
ら
に
深
化
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
諸
計
画

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、﹁
安
全
・
安
心
﹂
や
﹁
環
境
﹂
そ
し
て
﹁
健
康
﹂
や
﹁
総
合
性
﹂
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
視
点
か
ら
﹁
ふ
る
さ
と
運
動
﹂
や
﹁
地
区
プ
ラ
イ
ド
運
動
﹂﹁
健
康

づ
く
り
運
動
﹂﹁
有
機
農
業
運
動
﹂
そ
し
て
﹁
生
活
工
芸
運
動
﹂
の
精
神
性
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
時
代
に
即
し
た
事
業
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
づ
く
り
は
﹁
自
分
の
足
下
の
井
戸
を
掘
る
﹂
こ
と
が
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
り
、

そ
の
事
が
次
の
世
代
に
繋
ぐ
我
々
の
責
任
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

 

町
長
日
記

～
不
易
流
行
～

№ 2

　

例
年
に
な
く
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？
今
後
も

暑
い
日
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
熱
中
症
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
特
に
高
齢

者
の
方
は
喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い
、
暑
さ
を
感
じ
に
く
い
、
汗
を
感
じ
に
く
い
な
ど
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
覚
が
な
い
の
に
熱
中
症
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
以
下
の
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
室
温
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
用
す
る
。

②
喉
が
渇
か
な
く
て
も
水
分
補
給
。

③
調
子
が
悪
い
と
感
じ
た
ら
、
家
族
や
近
く
の
人
に
そ
ば
に
い
て
も
ら
い
、
涼
し
い
場
所
で
安

静
に
す
る
。

　

暑
い
夏
、
無
理
を
せ
ず
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

～
外
来
看
護
師
の
つ
ぶ
や
き
～

 　
　

宮
下
病
院　

　
　
　

主
任
看
護
技
師　

伊 

藤 

岐 

子

◎　

東
西　

と
う
ざ
～
い　

と
め
お
き
ま
し
て　

申
し
い
で
た
る
こ
の
奴

　
　

ひ
と
つ
人
を
ば
ほ
め
ま
し
ょ
う　

ほ
め
ま
し
ょ
う

　
　

ひ
と
つ　

ひ
ま
な
い　

こ
の
や
っ
こ

　
　

ふ
た
つ　

ふ
た
ば
を　

ち
ゃ
ん
と
と
り

　
　

み
っ
つ　

み
ご
と
に　

も
り
し
そ
ば

　
　

よ
っ
つ　

よ
そ
ー
の　

む
ら
ま
で
も

　
　

い
つ
つ　

五
段
の
そ
ば
な
ら
ゆ
だ
ん
な
く

　
　

む
っ
つ　

む
や
み
に　

あ
が
ら
ん
せ

　
　

な
な
つ　

な
だ
い
の　

そ
ば
な
れ
ば

　
　

や
っ
つ　

や
し
き
の　

め
で
た
さ
に

　
　

こ
こ
の
つ　

こ
の
や
の　

お
い
わ
い
に

　
　

と
お
に　

と
っ
く
り
と

◎　

た
だ
今
の
御
祝
い　

ど
こ
の
ど
な
た
か
だ
れ
さ
ん
か

　
　

も
の
に
例
え
て
み
る
な
ら
ば

　
　

頃
は
三
月
中
の
こ
ろ　

梅
の
古
木
に
う
ぐ
い
す
が

　
　

羽
交
い
や
す
め
て　

ほ
ー
ほ
け
き
ょ
と
音
を
い
だ
す　

　
　

そ
れ
を
聞
き
分
け
し
弁
財
天
の
琴
の
音
か

　
　

牛
若
丸
の
青
葉
の
笛
の
音
か　

　
　

は
る
か
は
る
か
に　

勝
る
べ
し

　
　

ほ
ほ
う
～　

敬
っ
て
申
し
上
げ
ま
～
す

お
詫
び
と
訂
正

8
月
7
日
発
行
の
「
広
報
み
し
ま
」
8
月
号
10 

ペ
ー
ジ
の
民
話

「
舌
切
り
す
ず
め
」
の
元
話
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
し
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

正
：
元
話
　
杉
本
　
ミ
ツ
イ
さ
ん
︵
桧
原
︶

　
　

誤
：
元
話
　
杉
本
　
ミ
ツ
エ
さ
ん
（
西
方
）

　　

ご寄附
ありがとうございました

町への寄附（ふるさと納税）

町社会福祉協議会への寄附

ご遺志によるもの

五十嵐　豊　一　様（西　方）

五十嵐　建　次　様（神奈川県横浜市） 

二　瓶　　　満　様（東京都中央区） 

長谷川　市　雄　様（会津美里町） 
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福島県立医大・大学院生（修士・看護）募集

　福島県立医科大学大学院看護研究科では、平成 28 年
度入学の大学院生の募集を行います。なお、詳細につい
ては下記のとおりです。

◉募集領域　「がん」「家族」「老年」「精神」

　　　　　　「母性」「小児」「地域」の 7 看護学領域

◉秋季選抜試験　平成 27 年 10 月 24 日㊏

◉出願期間　　　平成 27 年 10 月    6 日㊋～ 10 月 13 日㊋

◉冬季選抜試験　平成 28 年    1 月 30 日㊏

◉出願期間　　　平成 28 年    1 月 12 日㊋～   1 月 19 日㊋

問福島県立医科大学　教育研修支援課看護学部教育係　

  ☎ 024-547-1806

　今年度のコミュニティ助成事業で、滝谷地区において地区住民の交流を深めるため、櫓踊り用品を購
入し、8 月 13 日、お盆櫓踊りを開催しました。当助成事業は、例年秋ごろに次年度の事業募集が行われ
ます。募集につきましては、広報みしま「お知らせ版」にて掲載いたします。各地区で住民が自主的に
行う交流促進を図り、地域の連帯感に基づく取り組みにつながる設備の整備（備品の購入など）計画が
ありましたら、役場  地域政策課  ☎ 48-5533   までご相談ください。
※コミュニティ助成事業は、一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業の活用により、
宝くじ受託事業収入を財源として行っているものです。

滝谷地区で櫓踊り用備品を整備
平成27年度コミュニティ助成事業で購入しました

▶国民健康保険税　　　  第 3 期
▶介護保険料（普通徴収）第 3 期
▶後期高齢者保険料（普通徴収）第 3 期

忘れずに納付ください。
役場 町民課

9 月の納税
納期限 9 月30日

問町社会福祉協議会 ☎（52）3344

地域ふれあいサロン
サロンないり
9 月 9 日㊌　名入公民館

弁護士相談
9 月 17 日㊍　10:00 ～ 15:00 　福寿草

県立宮下病院看護師募集のお知らせ
　へき地医療の拠点として地域の皆様に必要な医療を提供
している「県立宮下病院」では、平成２８年４月１日付け採
用の看護師を募集しています。公務員として、公共の医療
施設で働きたい、患者一人ひとりと向き合った看護がした
い方にピッタリの職場です。試験日程等は次のとおりです。

◉受験資格　昭和５１年４月２日以降生まれで、看護師
　　　　　　免許を有するか取得見込みの方
◉試験月日　平成２７年１０月１７日㊏
◉応募締切　平成２７年１０月    ９日㊎　
　　　　　　※応募書類必着　　　
◉募集人員　若干名
◉試験会場　アピオスペース（会津若松市）
◉合格発表　平成２７年１１月　２日㊊
　※試験の受験案内は、お電話いただければ郵送いたし
　　ます。
問福島県病院局　病院経営課　 ☎ 024-521-7226（直通）
　福島県立宮下病院　　　　　 ☎ 0241-52-2321（代表）
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三島の初戦は 9 月 19 日㊏  国見町と対戦
第 9 回市町村対抗福島県軟式野球大会

【三島町チーム登録者】▶監督兼選手＝舟木孝幸（桑原）▶主将＝二瓶健嗣（名入）▶投手＝板橋洋平（宮下）、
柴崎仁志（宮下）、西恭平（宮下）▶捕手＝三瓶裕（宮下）▶内野手＝佐久間伸也（滝原）、五十嵐豊明（会津
坂下町 / 西方出身）、二瓶祐也（会津若松市 / 名入出身）、小松順哉（西方）、小松翼（西方）、諏訪透（大谷）
▶外野手＝山内大介（西方）、佐久間秀実（滝原）、三浦健太郎（宮下）、五十嵐淳（宮下）、青木武彦（中平）、
五十嵐健二（宮下）、長谷川駿（宮下）、阿部将（滝谷）、小松瑛司（西方）、目黒裕邦（滝谷）

◆初戦　三島町　対　国見町
　9 月 19 日㊏　第 3 試合 (11:30 試合開始 )
◆会場　しらさわグリーンパーク野球場 ( 本宮市 )
　町代表として 8 回目の出場となり、早朝・夜間
練習を行い、近隣町村との練習試合で試合経験を
積み、柳津町を会場に開催された 4 町村対抗軟
式野球大会に出場するなど、初戦突破を目指し頑
張っています。今年度は、昨年のメンバーに加え、
新たに町内在住の野球経験者を登録し、若い選手
が揃い、打たせてアウトを取り、つなぐバッティ
ングでチーム一丸となり大会に臨みます。
　ぜひ、町民の皆さまの応援をお願いします。

第２７回ふくしま駅伝大会　11 月 15 日号砲
合同チーム「希望ふくしま」3 回目の出場に向け結成

　第 27 回ふくしま駅伝大会は 11 月 15 日㊐に開催

されます。第 25 回大会より、合同チーム「希望ふ

くしま」を結成し、今大会で 3 回目の出場となりま

す。昨年は 52 チーム中 33 位相当の成績を残しま

した。今年度は、7 月 20 日に結団式を開催し、コー

チングスタッフと選手達の初顔合わせ、合同練習を

行いました。今後は毎月 1 回の合同練習会、各種マ

ラソン大会に出場し、選手の選考を行い、選手間の

絆と結束を強め、大会での活躍が期待されます。当

町からは昨年から引き続き、菅家功さん（大槻中教

諭・高清水出身）、北舘亮さん（教育委員会・西方）

の 2 名が選手登録し、自主トレーニングをしていま

すので、見かけた際は応援してください。 三島 金山 昭和 湯川 川内 葛尾 桧枝岐 合計

２名 7 名 2 名 7 名 5 名 2 名 1 名 26 名

＜各町村登録選手数＞
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誓いの言葉を述べた高橋優二さん（宮下） 学び舎訪問の様子（小学校にて）
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